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＜会社概要＞ 

 

会社名   ： コトブキ環境株式会社 

代表者名  ： 代表取締役 吉田 昌美 

本社所在地  ： 東京都江東区新木場二丁目 11番 3号 

辰巳事業所 ： 東京都江東区辰巳三丁目 18番 17号 

        電話番号： 03-3522-5858 

        FAX 番号：  03-3522-5870 

            http://www.kotobukikankyo.co.jp 

法人設立年月日： 平成 6年 3月 

資本金： 1,700万円 

売上高： 1,011,735千円 

    組織図： ※ Ｐ4 体制図参照 

 

・事業所の名称、所在地（エコアクション 21認証・登録範囲） 

産業廃棄物中間処理施設（破砕、圧縮・梱包） 

施設（１） 本社、新木場リサイクルセンター： 東京都江東区新木場二丁目 11番 3号 

施設（２） 湾岸エコ・マックス      ： 東京都江東区新木場四丁目 5番 16号 

施設（３） 辰巳事業所          ： 東京都江東区辰巳三丁目 18番 17号 

産業廃棄物積替・保管施設 

施設（１） ： 東京都江東区新木場四丁目 5番 16号 

施設（２） ： 東京都江東区新木場二丁目 11番 3号（地番：二丁目 6-112） 

 

・事業の概要（事業内容） 

産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業（破砕、圧縮・梱包） 

ア．許可の内容： 

・許可番号、許可年月日、許可の有効年月日、事業の範囲（事業の区分と廃棄物の種類） 

※ Ｐ5，7 参照 

イ．施設等の状況 

※ Ｐ6，7 参照 

ウ. 産業廃棄物処理工程 

  ※ Ｐ8 参照 

エ．収集運搬・処理実績 

※ Ｐ9 参照 

 

                                                                                                                                                                                                                                               

http://www.kotobukikankyo.co.jp/
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EA21 実施運用における各部の役割・責任・権限 

 

代表取締役         ・環境経営方針の策定 

              ・環境経営管理責任者の任命 

              ・実施体制の構築 

              ・全体の評価と見直し 

              ・経営における課題とチャンスの明確化 

              ・エコアクション 21 を運用し、維持するための 

               経営資源を用意する 

 

環境経営管理責任者     ・環境経営目標及び環境経営計画の作成 

・システムの構築と運用推進の指導 

                ・環境負荷と活動実績の把握及び評価 

              ・代表者への報告 

 

ＥＡ21 委員会          ・環境経営管理責任者の補佐 

（環境経営管理事務局）   ・環境経営活動の実績集計 

              ・環境関連文書及び記録の作成 

              ・環境関連法規の整理と確認 

              ・環境経営取組自己チェックの実施 

              ・環境経営活動レポートの作成 

 

各部門           ・EA21 取組 P.D.C.A の実行 

              ・環境教育訓練の実施 

              ・緊急事態の対応、施設の維持管理 
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※兼務職員なし　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年4月１日現在
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■産業廃棄物収集運搬業

許可自治体 許可番号 許可年月日 許可の有効期限

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、ゴムくず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず

動植物性残さ、金属くず、ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず

鉱さい、がれき類、動物のふん尿、動物の死体、ばいじん

政令13号物　　　　　　　　　　以上19種類 （積替え保管を含む）

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず

がれき類、動物のふん尿、ばいじん　以上17種類　　　

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず

金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、鉱さい

がれき類、ばいじん　　　　　　　　　　　　 以上16種類

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、金属くず

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、鉱さい、がれき類

ばいじん　　　　　　　　　　　　以上15種類 （積替え保管を含む）

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、金属くず

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、鉱さい、がれき類

ばいじん　　 以上15種類

平成7年11月20日 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、

紙くず、木くず、繊維くず、動物性残さ、金属くず、

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・陶磁器くず、がれき類

平成18年1月6日 以上12種類

平成20年1月10日

平成18年1月5日 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類　　

以上7種類

平成18年1月27日

燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、

紙くず、木くず、繊維くず、動物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、家畜のふん尿、家畜の死体、

ばいじん　　　　　　　　　　　　　　　　　以上18種類

※　廃プラスチック類、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む。

■特別管理産業廃棄物収集運搬業

許可自治体 許可番号 許可年月日 許可の有効期限

平成18年1月10日 ①廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）

②廃酸（ｐＨ2.0以下のもの）

③廃ｱﾙｶﾘ（ｐＨ12.5以上のもの）

平成26年3月3日 ④特定有害産業廃棄物

　　ア．廃石綿等　　　　イ．金属等を含む廃棄物

平成21年12月24日

平成25年9月13日

平成25年10月15日

2023年（令和5年）1月27日現在

金属くず、ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、鉱さい

神奈川県 第01402018220号

平成7年8月29日

令和6年8月28日
更新：平成29年8月29日

優良：平成24年6月11日

千葉県 第01200018220号

平成7年7月19日

令和6年7月18日
更新：平成29年7月19日

優良：平成24年5月14日

事業の範囲

東京都 第13-10-018220号 令和5年6月9日

ア．許可の内容

　①　収集運搬業

山梨県 第01900018220号

群馬県

栃木県 第00900018220号

茨城県 第00801018220号

東京都 第13-57-018220号
令和5年1月9日

※許可更新申請中更新：平成30年1月10日

静岡県 第02201018220号

長野県 第2009018220号 令和5年12月25日平成30年12月26日

仙台市 第05452018220号

神奈川県 第01450018220号 令和8年3月2日

更新：平成26年12月24日

優良：平成26年12月24日

更新：平成31年4月17日

平成6年6月10日

令和6年11月16日更新：平成29年12月15日

優良：平成24年12月28日

更新：平成28年6月10日

優良：平成23年8月15日

仙台市 第05402018220号 令和9年1月9日更新：平成25年1月10日

優良：平成25年1月10日

埼玉県 第01101018220号

第01000018220号 令和6年12月19日

千葉県 第01250018220号 令和7年9月12日

埼玉県 第01150018220号 令和7年10月14日更新：平成30年11月13日

優良：平成30年11月13日

更新：平成30年9月13日

優良：平成30年9月13日

①廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）

②廃酸（ｐＨ2.0以下のもの）
③廃ｱﾙｶﾘ（ｐＨ12.5以上のもの）
④廃石綿等

更新：平成28年6月23日

優良：平成24年12月7日

平成6年6月1日

令和5年5月31日

令和10年11月23日

令和7年1月5日更新：平成30年1月 6日

優良：平成24年3月22日

事業の範囲

令和7年1月4日更新：平成30年1月5日

優良：平成23年9月14日

令和7年1月26日更新：平成30年1月27日

優良：平成23年 9月 1日

更新：平成29年12月20日

優良：平成23年  8月 1日

平成17年12月20日
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　　①　収集運搬業

　　　　　イ．運搬車輌の種類と台数

車種 台数 容器 台数

小型トラック車 2 4ｍ3コンテナ 23

2ｔダンプ車 2 8ｍ3コンテナ 130

4ｔダンプ車 3 14ｍ3コンテナ 14

3ｔコンテナ車 4 ドラム缶 10

4ｔコンテナ車 7 エコパレット 180

8ｔコンテナ車 4 ポリ容器 5

4t平ボディー車 2

2t平ボディー車 3 台数

4tユニック車 2 27

4t塵芥車 1 新木場リサイクルセンター 3

小口収集車 3 3

全車、自動車ＮＯx・ＰＭ法対策済みおよびオフロード法対応の車輌を使用。

　　　　　ロ．積替え保管施設（リサイクル事業部）

（1）湾岸エコ・マックス：　東京都江東区新木場四丁目5番16号

積替え保管面積　：　361.1㎡　　　最大保管高さ　：　1.31メートル39.6　㎡ 最大保管高さ　：　1.4　ｍ

ドラム缶1個 0.20　ｍ3

コンテナ1個 1.00　ｍ3

合計保管量 18.78　ｍ3

（2）本社・新木場リサイクルセンター：　東京都江東区新木場二丁目11番3号　（地番：二丁目6-112）

積替え保管面積　：　165.0　㎡

コンテナ1個 8.00　ｍ3

直置き30個 26.4　ｍ3

コンテナ1個 　　8.00　ｍ3

直置き30個 26.4　ｍ3

コンテナ1個 　3.40　ｍ3

フレコンバック
24個

合計保管量 90.2　ｍ3

環境保全対策　：　

　　②　処理業　　　　　　＊　Ｐ7　参照　　　

産業廃棄物の種類 保管量

イ．施設等の状況

　　　　　　環境保全対策　：　 各車輌とも、飛散流出防止のためにシート掛けにて運搬。

事業所

湾岸エコ・マックス

辰巳事業所

産業廃棄物の種類 保管量

廃油

廃油（容器入りのものに限る）

廃プラスチック類、金属くず、ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず
ドラム缶5個 　　1.53　ｍ3

（廃蛍光ランプ・廃HIDランプ・廃放電ランプ）

廃プラスチック類、ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず、
コンテナ2個 　16.0　ｍ3

がれき類（石綿含有産業廃棄物）

最大保管高さ　：　3.2　ｍ

汚泥、廃プラスチック類、金属くず
（一次電池、二次電池に限る）

ペール缶3個 　0.05　ｍ3

局所ミスト噴霧装置の使用。

18.0　ｍ3廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラ
ス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類

廃プラスチック類

廃プラスチック類（圧縮・梱包されたものに限る）

紙くず

紙くず（圧縮・梱包されたものに限る）

繊維くず

車両内訳
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　②　処理業

■産業廃棄物処分業　：　東京都第13-20-018220号

　　許可の年月日　平成16年9月27日　　　　　　 　

　
　　１．事業の範囲

（１）業の区分・・・・・

（２）中間処理の方法と処分する産業廃棄物の種類

　　２．事業の用に供する施設

①本社・新木場リサイクルセンター：　東京都江東区新木場二丁目11番3号　

混合処理能力 設置年月日 許可番号 施設許可年月日

4.64 (ｔ /日）

3.44 (ｔ /日）

4.72 (ｔ /日）

3.60 (ｔ /日）

5.52 (ｔ /日）

9.92 (ｔ /日）

4.13 (ｔ /日）

4.44 (ｔ /日）

10.4 (ｔ /日）

8.80 (ｔ /日）

12.0 (ｔ /日）

②湾岸エコ・マックス：　東京都江東区新木場四丁目5番16号

混合処理能力 設置年月日 許可番号 施設許可年月日

① 破　砕 38.4 (ｔ /日） 平成21年12月4日 産施第326号 平成21年11月16日

87.6 (ｔ /日）

96.3 (ｔ /日）

5.56 (ｔ /日）

3.24 (ｔ /日）

9.26 (ｔ /日）

3.89 (ｔ /日）

32.4 (ｔ /日）

34.7 (ｔ /日）

31.2 (ｔ /日）

26.4 (ｔ /日）

36.0 (ｔ /日）

※③破砕機の稼働時間は、原則として8時から18時までの8時間とする。

環境保全対策　：出入口二重扉装置による近隣への粉塵・騒音・飛散防止、　

　  局所ミスト噴霧装置、低振動低騒音型重機の使用。

産施第326号 平成21年11月16日

ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず、がれき類　　（以上7種類）

産業廃棄物の種類 単独処理能力

木くず

平成21年12月4日

平成21年12月4日
繊維くず

金属くず

平成25年10月2日

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

圧縮・梱包

廃プラスチック類

破　砕

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

紙くず

平成21年11月16日産施第326号破　砕
ガラス・コンクリート・陶磁器くず

がれき類

圧縮・梱包

がれき類

廃プラスチック類

平成16年7月5日

ガラス・コンクリート・陶磁器くず
平成23年1月14日

紙くず

繊維くず

更新年月日：2016年9月27日

優 良 認 定：2011年8月15日

中間処理

　　　イ．　圧縮・梱包　： 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、繊維くず　　　　　（以上3種類）

許可の有効期限　令和5年9月26日

②

③
※

④

　　　ア．　破砕　　　　 ： 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず

産業廃棄物の種類 単独処理能力

廃プラスチック類

平成16年7月5日

紙くず

木くず

繊維くず

金属くず

ガラス・コンクリート・陶磁器くず

施設種類

施設種類

破　砕

破　砕

①

②

③
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(1)受入産業廃棄物は、主に事業所②湾岸エコ・マックスに搬入され処理される。

(2)事業所②で処理された廃棄物の残渣の内、事業所①での処理に適した廃棄物を

　 事業所①に搬送して二次処理を行い、より効果的に再資源処理を行う。

◎湾岸エコ・マックス：　東京都江東区新木場四丁目5番16号 （Ｐ8の②）

◎本社・新木場リサイクルセンター：　東京都江東区新木場二丁目11番3号 （Ｐ8の①）

注）： Ｐ.8の事業の用に供する施設の①及び②の事業所は処理工程図の処理の流れでは②⇒①の工程になる。

処理の流れ

作成日：【2009年】平成21年1月14日

改　 訂：【2011年】平成23年10月1日

売却 チップ材 売却 売却 売却

（再生材)

サーマル

②安定型 ②安定型 ②安定型
①管理型 ①管理型 ①管理型 ①管理型 ①管理型 ①管理型

木く ず
廃プラス

チック類
紙く ず がれき類

ガラス・コンクリート・陶

磁器くず
繊維く ず

破砕 破砕 破砕 破砕 破砕

金属く ず 木くず
廃プラス

チック類
紙くず がれき類

手選別　　　　　ベルトコンベアーライン

リサイクル可能物 破砕は15cm以下 リサイクル不可能物

破砕 破砕 圧縮 圧縮 破砕 破砕

安定型処分 再生 売却 磁 選 機 鉄くず(破砕) 売却

破砕・圧縮 各再生工場

風力・振動篩機 選別機 (トロンメル) 及び、振動篩機 篩下残査(破砕) 管理型

受入産業廃棄物

がれき類

ガラスくず・コンクリートくず陶磁器くず
粗選別　(重機、及び手作業)

破  砕 粗選別後 リサイクル可能物

破砕

新木場リサイクルセンター 圧縮・梱包

がれき類
ガラス・コンクリート・

陶磁器くず
繊維くず 紙くず

受入産業廃棄物

粗選別残渣 粗選別・重機及び手作業

ウ．産業廃棄物処理工程

木くず

破砕

リサイクル可能

二次処理の為移動

廃プラスチック類 金属くず

再生
マテリアル

再生
売却

サーマル

再生物

破砕

売却



9 

 

 

産業廃棄物収集運搬
（単位：トン）

廃棄物種類 廃プラスチック類 紙くず 木くず 金属くず 繊維くず
ガラス・コンクリート・

陶磁器くず
がれき類 その他 特別管理産廃

運搬量 3061.37 275.85 952.33 3442.60 16.18 2414.63 5187.19 331.92 0.50

産業廃棄物処理量（新木場リサイクルセンター）
（単位：トン） （単位：トン）

廃棄物種類 廃プラスチック類 紙くず 木くず 金属くず 繊維くず
ガラス・コンクリート・

陶磁器くず
がれき類 混合廃棄物

湾岸EM
（混合廃棄物）

処理量 0.00 0.00 0.00 44.81 0.00 0.00 1176.78 224.09 0.00

産業廃棄物処理量（湾岸エコ・マックス）
（単位：トン） （単位：トン）

廃棄物種類 廃プラスチック類 紙くず 木くず 金属くず 繊維くず
ガラス・コンクリート・

陶磁器くず
がれき類 混合廃棄物

新木場RC
（混合廃棄物）

処理量 2957.16 263.05 932.95 3388.60 7.30 2216.77 3870.51 254.19 877.05

2021年度（2021年10月1日～2022年9月30日）　受託した産業廃棄物処理量
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環境経営方針 
基本理念 

私達コトブキ環境は人々の生活を保全し、安心して暮らせる環境を実現するために３Ｒ（リデュース、

リユース、リサイクル）を恒久的目標に掲げ、たゆまぬ努力をして参りました。 

しかし、昨今の地球温暖化や異常気象よる大規模災害の頻発や海面上昇など、私達を取り巻く環境は年々

変化しております。 

このきれいな地球を守るため、私達は環境負荷や資源消費の低減並びに廃棄物の３Ｒ研究開発を推進し、

地球温暖化の進行を止めなければなりません。この青く美しい地球環境を守り、限りない再資源化やＣＯ

２の削減を一丸となって追求し、循環型社会をはじめとするカーボンニュートラル社会に向けての構築を

することへの柱になりたいと思っております。 

 

環境経営方針 

１． 当社は環境経営システムを活用した環境経営を積極的に推進し、環境負荷の継続改善に努めます。 

２． 当社は適用される環境関連の法規制を遵守いたします。 

３． 当社は産業廃棄物の収集運搬、中間処理という事業の特性を踏まえ、以下の環境活動及びＳＤＧｓを

取り組みます。 

 

 

 

 

 

４． グリーン製品の購入に取り組みます。 

５． ゼロエミッションに取り組みます。 

６． この環境経営システムの機能を有効にするために社内の実施体制を確立し、全従業員への環境教育、

啓発に努めます。 

７． 上記の環境経営方針を実現するために環境目標を設定し、定期的に見直し環境改善に努めます。 

 

 

制定日 2021 年 12 月 28 日 

代表取締役 吉田 昌美 

可能な限り、再生可能エネルギーを使用します。 

可能な限り、マテリアルリサイクルに貢献します。 

可能な限り、脱化石燃料を推進し、再生可能エネルギーへの転

換を目指します。 

海洋廃プラスチック問題への解決。廃プラスチックの使用削減の

推進。 

性別や文化・価値観など異なる背景を持つ人材の多様性を、お互

い認め合いながら会社を一体化し、推進する。 
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【コトブキ環境株式会社 SDGｓへの取り組み】 

 

コトブキ環境では、『 環境経営方針 』に基づき、国連が主導する持続可能な開発目標（SDG

ｓ）の実現に向け、様々な事業活動に取り組んでおります。併せて ESG 投資を積極的に行うこ

とで、短期的なリターン獲得ではなく、中長期間にわたりリスクを回避しながら安定したパフ

ォーマンスの実現を目指しております。 

また SDGｓの目標達成に向け ｢人と環境 ｣ ｢人と支援｣ ｢人と協力｣の 3 つの領域に分類をし、

環境・社会・経済へ統合的に取り組んでまいります。 

 

『エコアクション２１』と優良認定 

私たちは、2009 年 2 月に環境省策定のエコアクション 21(EA21)を取得して以降、現在に至

るまで継続して許可更新を致しております。 

EA21 の運用を通じて、社員の能力・経験・意欲が向上し、それにより社会やコミュニティから

高い信頼・評価を頂くことに繋がっております。 

また 2011 年 7 月には、優良産業廃棄物認定制度において『優良認定』を取得し、より幅広い排

出事業者様よりご評価を頂いております。 

更に EA21 の取得は、私たちが掲げる【人と環境】【人と支援】【人と協力】の 3 領域を動かす

礎となり、環境と経営を融合した戦略立案に、 

効果的・効率的に訴求することができております。また環境省の掲げる「脱炭素社会への移行」

「循環経済への移行」「分散型社会への移行」という、 

３つの移行に共感し、経済社会の再設計に尽力して参ります。今後も環境推進企業として、循

環型社会を構築する柱になりたいと考えております。 
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Ⅰ【人と環境】 

 

私たちの想い 

「全てのはたらく人の環境の整備を行うことで、全社員が生き生きと働きがいを持って仕

事に取り組み、社内環境整備や多様な働き方への対応、未来を考えた活動を推進致してお

ります。」 
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-1- 

■植林活動を通じて 

民間企業を通じ、「コトブキ環境 未来の森～future forest～」と題して、長野県へ植林活

動を行っております。1本あたり約250㎏のCO2を樹体内に貯蓄する樹木の利点を生かし、

自社工場や収集運搬車から排出される CO2 を減らす（オフセットする）取り組みを行って

おります。またこの取り組みを通じて、社員の自発的な行動力、コミュニケーション能力

の向上を身に付けさせております。 

 

 

 

■『協働の森 森の力』への参画 

森林保全活動を通じた環境貢献を実施する場として、豊かな自然に恵まれた『高知県』

とパートナーズ協定を結び『協働の森づくり事業』に参画しております。間伐作業を通じ

て森林が本来持っている CO2 吸収量の増加、自然災害の抑制など様々な“力”を保つことが

できます。 

また地元の方々との交流を深め見聞を広めていくことで「環境と経済の好循環」の創出

を目指していきたいと考えております。 
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-2- 

■GTL 燃料の使用 

自社内工場で使用している全ての重機において、天然ガス由来の製品であり、且つ環境

負荷の少ない軽油代替燃料として、GTL 燃料を使用しております。通常の軽油対比で CO2

排出量を約 10％削減できております。 

 

■低公害・低燃費（ECO）車の導入 

保有する全営業車・収集運搬車において、環境に配慮した『低公害車、低燃費車の導入』

をおこなっております。安全で安心な収集運搬サービスの提供に加え、地球環境にやさし

く、消費エネルギーの削減に繋げていくことで、環境保全活動を推進して参ります。 

 

■新電力の導入 

コトブキ環境では、電力の自由化に伴い『再生可能エネルギー100％の導入計画』を進め

ております。枯渇しない自然エネルギーを利用することで CO2 の削減に取り組んで参りた

いと考えております。 

※現在、ロシア・ウクライナ情勢の影響を受け、導入が遅れております。 

 

■太陽光パネルによる電力供給 

茨城県に保有している約 1000 ㎡の土地に太陽光パネルの設置を行っており、年間約

35000kwh の電力を供給致しております。今後は、更に「再生可能エネルギー100％」を目

指し、本社・営業所の屋根を利用した太陽光パネルによる発電を2022年中に実施予定です。 
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Ⅱ【人と支援】 

 

私たちの想い 

「募金活動や寄付を通じて社会的に弱い立場にある人々が強く、前を向いて生活できるよ

う、支援の輪を広げて参ります。またこの活動により社員の心の豊かさを育み、活き活き

働ける職場を目指して参ります。」 
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■新人研修・社員研修の実施 

 社内研修の場において、教育プログラムの向上に力を入れています。業務部、運搬部、

工場部門いずれの部署においても共通した研修プログラムを設定し、徹底したフォロー体

制をおこなうことで、ムラのない、安定で均一的な教育体制の構築を致しております。ま

た中堅社員に向けに、定期的な面談を通じて個人の「キャリアビジョンの設定」や「ミッ

ションステートメント制」を設けることで、モチベーション形成や継続したコミュニケー

ションの維持をおこなっております。 

 

■目安箱の設置  

コトブキ環境では、社内・工場に目安箱の設置を致しております。 

社員の増加に伴い、年齢、性別、国籍などの様々なバックグラウンドを持つ人々が就業し、

そのニーズも多様化しています。目安箱設置を通じて、私たちが働く中で「もっとこうな

ればいいのに」、「こうしてほしい」などの希望を即座に吸い上げ、社内環境改善に役立て

ております。 
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-2- 

■make-a-wish JAPAN への募金 

３歳から１８歳未満の難病と闘っている子どもたちの、『生きる力や病気と闘う勇気を持

ってもらいたい』、また『夢を叶える様々な手配や配慮をしていく力になりたい』という 2

つの想いから、コトブキ環境では、各部署に『募金箱（名称：★make-a-wish★）』を設け、

この支援を継続して参ります。 

 

 

 

■金融機関との連携・寄付を通じて【①】 

「独立行政法人 国際協力機構（JICA）」への寄付 

「世界の人々のための JICA 資金」に寄付を通じて、発展途上国の人々に直接届く支援とし

て、現場で活動している NGO を通じ、貧困や飢餓に苦しむ開発途上国の人々の生活向上、

医療や教育の提供、環境問題、災害復興支援に役立てる活動をしております。 
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Ⅲ【人と協力】 

 

私たちの想い 

「民間企業や公共団体とパートナーシップ協定を行うことで、国レベルだけではなく、私

たち一人ひとりが力を合わせ、地域活性と豊かな暮らしを目指して参ります。」 
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■地域ボランティア活動の実施 

ゴミゼロ活動の一環として、施設周辺の側道や公園などに落ちているゴミを清掃回収し

美化活動を定期的に行っております。また地域の方との交流を深め豊かなネットワークの

構築も目指しております。 

 

 

 

■地域連携：バスケットボールチームへの協賛 

 江東区では、2024 年までに区民の 65％（3 人に 2 人）の誰もが気軽にスポーツができる

『生涯スポーツ社会の実現』を計画しております。私たちは、この計画の下、新たに設立

されたバスケットボールチーム（東京ユナイテッド BC）を通じて、年齢や障がい、スポー

ツ経験の有無に関わらず、世代や地域、国籍を超えて交流していくことに協賛しておりま

す。 
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■金融機関との連携・寄付を通して【②】 

「一般社団法人 SDGｓ市民社会ネットワーク」 

私たちは、147 団体が加盟する「市民社会ネットワーク」を通じて「持続可能な社会づく

り」を目指しております。様々な団体が掲げる SDGs にまつわる課題についての多角的な

考えに共感し、この活動に協賛して参ります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の理念に基づきコトブキ環境では、 
2030 年までに持続可能な社会の実現に向け取り組んでまいります。 
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ゼロエミッション取組計画   
 

                         平成 21年 10 月 1日 

コトブキ環境株式会社 

改訂：平成 24年 2 月 29日 

 

コトブキ環境株式会社は、建設系産業廃棄物、収集・運搬及び中間処理業務におけ

る 3Ｒの徹底を推進いたしております。平成 21年度より、３Rの一環としてゼロエミッションへの

具体的な取組計画に着手いたしました。 

 

ゼロエミッション計画の概要 

平成 20年度の当社受託廃棄物のリサイクル率は、年次平均 87.96％であった。 

リサイクル率の低い廃棄物は廃プラスチック類、ガラス・コンクリート・陶磁器くず、がれき類

である。そこで平成 21 年度以降は廃棄物のリサイクル率向上を推進するため当社 4 丁目

積替・保管施設を設備強化し、中間処理施設（破砕、圧縮・梱包）に改造した。 

平成 22 年 6 月新設中間処理施設の本格稼働に伴い、従来の施設と新設施設との相

互連係処理システムを活用した、リサイクル率 92.00％以上を目標に計画を実施する。 

 

 

ゼロエミッションの取組計画 

① 排出事業者に廃棄物の分別作業の協力を要請及び分別排出の提案。 

・ユニック車及びパワーゲート車による廃棄物の小口巡回回収。 

・エコパレットによる分別方法の提案 

② 受入廃棄物の性状別分別作業の徹底。 

③ 廃棄物の性状別単独処理（破砕、圧縮）。 

④ 廃棄物の種類別及び性状別処理方法の確立。 

⑤ 廃棄物の性状に合った再生資源化先の選定。 

⑥ 中間処理施設（新木場リサイクルセンター及び湾岸エコ・マックス）の相互連係処理

システムによる。廃棄物再資源化の品質向上。 
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　＜環境経営目標(中長期)一覧表＞

（排出係数）

kg以下

使用電力、電気量の削減

【CO２対策】

エネルギーと ガソリン使用量の削減 4,333

排気ガスの

抑制

軽油使用量の削減 ℓ以下 ℓ

ＬＰＧガス使用量の削減 kg以下 kg

【節水対策】

【廃棄物対策】 kg以下 kg

自社一般廃棄物

受託廃棄物処理

※　CO2排出量算定用の購入電力の排出係数は、各社2021年の数値参照。

　　 東京電力エナジーパートナー株式会社様0.452（kgCO2/kWh）、鈴与商事株式会社様0.303（kgCO2/kWh）

4,274 ℓ

186,213

167

1099 ｍ3

80.50 %

2021年度　実績値

kWh

※　当社は化学物質の使用及び取り扱いはありません。

作成：2009年  1月14日

改訂：2021年1月27日

環境方針
環境経営目標

（中長期）
2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

kg以下

エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
内
訳

174,309 kWh以下

2020年度実績値１%削減 2021年度目標値１%削減 2022年度目標値１%削減

172,566

571,300 kg

173,065
170,840

CO２排出量の削減 585,317

2020年度目標値１%削減 2021年度目標値１%削減 2022年度目標値１%削減

579,464 kg以下 573,669 kg以下 567,932

kWh以下 169,132 kWh以下

ℓ以下

2020年度実績値１%削減 2021年度目標値１%削減 2022年度目標値１%削減

4,290

ℓ以下

174

2020年度実績値１%削減 2021年度目標値１%削減 2022年度目標値１%削減

172

ℓ以下 4,247 ℓ以下 4,204 ℓ以下

188,823

2020年度実績値１%削減 2021年度目標値１%削減 2022年度目標値１%削減

186,935

kWh以下

水使用の削減 1,141 ｍ3以下

2020年度実績値１%削減 2021年度目標値１%削減

ℓ以下 185,065 ℓ以下 183,215

2022年度目標値１%削減

1,130 ｍ3以下 1,118 ｍ3以下 1,107 ｍ3以下

kg以下 171 kg以下 169 kg以下

92.00 %以上

自社一般廃棄物の
発生量の削減

380

2020年度実績値１%削減 2021年度目標値１%削減 2022年度目標値１%削減

376 kg以下 372 kg以下 369
304

97.79 %

東電0.452kgCO2/kWh

鈴与0.303kgCO2/kWh

※各社2021年の排出係数参照

%以上 63.00 %以上【グリーン購入】

（最終処分率7.00%以下） （最終処分率7.00%以下） （最終処分率7.00%以下）

グリーン製品購入の促進 63.00 %以上 63.00 %以上 63.00

kg以下

受託産業廃棄物の
リサイクル率向上

92.00 %以上
92.00 %以上 92.00 %以上
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<　環境経営目標、環境経営活動計画の内容、実績　>

2021年度

585,317 kg以下 571,300 kg

kgCO2/kWh        ※各社2019年の数値参照 kgCO2/kWh        ※各社2019年の数値参照

使用電気量の削減

 （前年比1％減）
174,309 kWh以下

無人所照明の点検

機械稼働の無駄

運転をなくす。
173,065 kWh 100.72 ％ ◎

ガ

ソ

リ

ン

4,333 ℓ以下

ガ

ソ

リ

ン

4,274 ℓ 101.39 ％ ◎

軽

油
188,823 ℓ以下

軽

油
186,213 ℓ 101.40 ％ ◎

ＬＰＧガス使用量の

削減

 （前年比1％減）
174 kg以下

シャワーの効率良い

使用
167 kg 104.07 ％ ◎

【節水対策】 1,141 m3

洗濯、シャワー

散水時の無駄をなくす

漏洩チェック
1,099 m3 103.82 ％ ◎

380 kg
分別排出の徹底

裏紙使用による紙くず

排出の削減
304 kg 124.84 ％ ◎

92.00 ％以上

廃棄物の徹底選別

リサイ クル業者の選定

本社工場のリサイ クル

事業所の連帯作業による

処理の合理化

最終処分場の削減

97.79 ％ 106.29 ％ ◎

【グリーン購入】 63.00 ％以上
事務用品の品目別

グリーン購入
80.50 ％ 127.78 ％ ◎

※ 達成率　　              100％以上 ：◎
95％以上100％未満 ：○
95％未満 ：×

※　使用電気のCO2排出係数は、各社2019年の数値参照
※　当社は化学物質の使用及び取り扱いはありません。

環境経営
方針

環境経営目標

目標数値

取組計画

実地期間　2021年10月～2022年9月まで

評価
2021年度

2021年10月～2022年9月

2021年度

2021年10月～2022年9月

◎％102.45
チームマイナス3％の

計画推進

取組実績 目標に対する
達成率
（％）

排出係数　東電0.452

鈴与0.303

 【CO2対策】

エネルギーと

排気ガスの抑制

【廃棄物対策】
自社一般廃棄物

受託廃棄物処理

グリーン購入の推進

アイドリングストップ

エコドライブ推進

重機の効率良い使用

燃料（運搬車輌・

重機の軽油、営業・

業務車輌のｶﾞｿﾘﾝ）

 （前年比1％減）

 水使用量の削減

 （1％）

 自社一般廃棄物の

 発生量の削減

 （前年比1％減）

エ

ネ

ル

ギ
ー

消

費

の

内

訳

 ＣＯ2排出量の削減

 （前年比1％減）

受託産業廃棄物の

リサイクル率向上

排出係数　東電0.452

鈴与0.303
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2021年度活動 

・環境経営目標の設定経緯の説明 

2021 年度環境経営目標は、2021 年 1 月に改訂した中長期環境経営目標で示しました。 

① 二酸化炭素排出量及びエネルギー消費量の前年目標値 585,317kg 以下 

② 電力使用量の前年目標値 174,309kWh 以下 

③ 燃料使用量の前年目標値 ガソリン 4,333ℓ以下、軽油 188,823ℓ以下 

④ LPG ガス使用量の前年目標値 174kg 以下 

⑤ 上水道の使用量の前年目標値 1,141 ㎥以下 

⑥ 自社一般廃棄物の発生量の前年度目標値 380kg 以下 

⑦ 受託廃棄物のリサイクル率 92.00％以上（最終処分率 7.00％以下） 

⑧ グリーン購入の推進（グリーン購入率 63.00％以上） 

  と設定いたしました。 

 

・環境経営活動計画の概要 

 2021 年 10 月～2022 年 9 月までの年間取組計画を策定。 

◇無人所照明の消灯 

◇重機及びクレーン稼働時の合理的運転 

◇プラント使用電力の節電 

◇アイドリング・ストップの徹底 

◇急発進、急停止の禁止 

◇低公害車両の採用 

◇洗濯機、シャワー、場内散水等、水使用時の無駄をなくす 

◇受託廃棄物処理の分別・選別徹底によるリサイクル品の摘出 

◇リサイクル業者の選定 

◇グリーン購入の促進 

 

当社の主力業務である、産業廃棄物処理業務（収集運搬・処分）の受託処理量は、ここ

数年、感染・拡大が広まっている新型コロナウィルスの影響により減少傾向にありました

が、今年度は建設業界等含め仕事量が戻りつつあり、それにつられて廃棄物処理量も増加

しました。 

しかし、新型コロナウィルスの感染拡大は今後もしばらく継続するだろうという判断を

社内でし、今期及び中長期環境経営目標数値は、昨年 1 年間の実績データを目標値を定め

活動を行いました。 
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活動実績の説明 

 

① 二酸化炭素排出量 

10 月と 3 月は廃棄物の受託処理に係る施設の稼働量増加に伴う使用電力量の増加、

廃棄物収集運搬量の増加に伴う燃料使用量の増加があった。 

しかし、全体的には昨年よりは受託収集運搬量含め処理量が増加したため、結果的

に目標値に対し 2.45％の削減にとどまった。 

 

◎直近３年間の環境経営活動（グラフ表記） 
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② 電力使用量 

昨年に比べ湾岸エコ・マックスで受託処理量の増加に伴う処理施設の 24 時間稼働、

夏季冷房設備など使用電力量の増加、さらに新木場リサイクルセンターでも同様に夏

季の冷房設備などの影響があったため、全体として目標値に対し 0.72％の削減にとど

まった。 

 

◎直近３年間の環境経営活動（グラフ表記） 
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③ 燃料使用量 

老朽化車両から低公害車への入替え、アイドリング・ストップ、エコドライブ推進

などの取組みを引き続き継続した。 

軽油使用量は、昨年に比べ受託廃棄物処理量の収集受託量及び、小口の回収が増加

したことから、昨年より削減量は目標値に対し 1.40％の削減に留まった。 

ガソリン使用量は、昨年に比べ営業活動の増加もあり、目標値に対し 1.39％の削減に

とどまった。 

 

◎直近３年間の環境経営活動（グラフ表記） 
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④ ＬＰＧガス使用量 

昨年に引続き、シャワー時間の削減、温水使用削減等の指導により、目標値に対し

4.07％の削減となった。 

 

◎直近３年間の環境経営活動（グラフ表記） 
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⑤ 水使用量 

昨年同様、施設内の粉塵抑制ミスト噴霧、従業員のシャワー、作業員のユニフォー

ム洗濯、清掃時の散水等で効率のよい使用を推進した。結果として目標値に対し 3.82％

の削減となった。 

 

◎直近３年間の環境経営活動（グラフ表記） 
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⑥ 自社一般廃棄物の発生量 

裏紙使用及びペットボトルのラベル・キャップ等の分別排出の徹底等の活動を継続

した。結果として目標値に対し 24.84％の削減となった。 

 

◎直近３年間の環境経営活動（グラフ表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 受託廃棄物のリサイクル率（排出時） 

2010 年に設定したリサイクル率目標値 92.00％を継続し活動した。 

今年度は受託廃棄物の処理量が増加したにもかかわらず、廃棄物の徹底分別、ゼロエミ

ッション計画の取組を継続し、今年度のリサイクル率は 97.79％で目標値に対し 6.29％

の増大となった。 

 

⑧ グリーン購入の推進 

今年度も常時継続的に購入する事務用品を、グリーン商品が明記されているカタロ

グ販売より購入する計画を継続し、グリーン購入率は 27.78％となった。 
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＜是正及び予防処置の状況＞ 

2021 年度活動実績の結果、事業内容及び施設に大幅な変化がないこともあり、2021 年に

設定した中長期環境経営目標を継続し是正の必要はないと考えた。 

 

 環境経営目標数値の見直しをする項目 

① 二酸化炭素排出量及びエネルギー消費量の目標数値 

② エネルギー消費量は、電力、ガソリン、軽油、ＬＰＧガスを分離し目標数値を設定する。 

③ 上水道の使用量の目標数値 

④ 自社廃棄物発生量の目標数値 
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＜環境関連法規制への違反、訴訟等の有無＞ 

環境関連法規制の遵守状況のまとめ一覧表に基づき、チェックを行った結果、法律・条

例について、3 年間違反はありません。また、環境関連法規制に関する訴訟・苦情はありま

せん。 

違法状況チェックは、別紙「環境関連法の遵守状況の確認一覧表」に基づき定期的に行

っています。 

 

＜関連する主な環境関連法規は以下のものが挙げられます＞ 

① 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ⑦ 自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 

② 廃棄物処理法施行令 ⑧ 自動車リサイクル法 

③ 東京都環境確保条例 ⑨ 悪臭防止法 

④ 東京都廃棄物条例 ⑩ フロン排出抑制法 

⑤ 道路交通法  

⑥ 道路運送車両法  
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＜環境コミュニケーション＞ 

本社・新木場リサイクルセンター及び湾岸エコ・マックスともに、企業の方・地方の方

などの工場見学を随時受け入れています。また毎朝、工場地域である近隣周辺道路の清掃

において地域企業の方々とのコミュニケーションを行っています。 

また、当社ホームページではエコアクション 21 への取組みを行っていることをお知らせ

しています。また、産廃情報ネットの公開ページにおいて優良産廃処理業者認定制度を情

報開示しています。 
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取組項目 2021年度環境経営目標 活動対策 具体的活動 実施予定 担当責任者

※　使用電気のCO2排出係数は、各社2021年の数値参照
※　当社は化学物質の使用及び取り扱いはありません。

総務部

　　　購入する。

〃 〃

◇環境配慮仕様の

〃

【グリーン購入】 　グリーン購入の推進 63.00 ％以上 ・事務用品のグリーン購入　　　商品を進んで 2022年10月より

2022年10月より リサイクル事業部　受託産業廃棄物
　　リサイクル品摘出

受託廃棄物処理 　   による廃棄物処理の　リサイクル率向上 ・品目別搬出量集計による、
〃 〃

自社廃棄物

【節水対策】

　水使用量の削減

1,130 ｍ3以下

2022年10月より

排出量の削減

92.00 ％以上

◇会社全体の連帯作業
・選別作業徹底による、

　   合理化
　　リサイクル率の算出

　（最終処分量の減量）
・リサイクル業者選定

　（1％） 　　　水使用量削減 　　必要最小限の水使用

・節水洗濯機の採用

・必要最小限の散水

運行管理責任者

【廃棄物対策】
　発生量の削減

   　一般廃棄物排出量
　（最終処分量の減量） ・リサイクルの徹底 〃 〃

　　 の計測・分別
　（1％）

　自社一般廃棄物

376 kg以下

◇自社事業系 ・分別排出の徹底 2022年10月より

　ＬＰＧガス使用量削減
172 kg以下 ◇低公害車両の採用 ・低公害車両の採用 〃 〃

　（1％）

186,935 ℓ　以下

◇工場重機の燃料

◇収集運搬車両の低燃費車導入

ℓ　以下
◇収集運搬車両の燃料 〃

リサイクル事業部
◇工場・事務所の ・元栓をコントロールし、

〃 〃

運行管理責任者
・ＧＰＳ位置管理システム採用

リサイクル事業部
・経済速度での走行

エネルギーと 　（1％） 　　（搬出車両を含む）

・急発進、急停車の禁止 〃 〃

　軽油使用量の削減排気ガスの抑制

【CO２　対策】

〃

〃

東電0.452kgCO2/kWh

鈴与0.303kgCO2/kWhh

　（1％） 〃
・アイドリングストップの徹底

　ガソリン使用量削減
4,290

◇営業車両の低燃費車導入 ・エコドライブの徹底
　（1％） 〃

17,566 kWh以下

排出係数

次年度の環境経営計画
2022年度　　2022年10月～2023年9月　

目標数値

・無人所の照明消灯 2022年10月より 環境管理責任者
　CO2排出量の削減 579,464 kg以下 ◇工場照明LED化

・必要最小限の照明使用 〃

◇工場・事務所の照明

・プラント使用電力の節約
　電気使用量削減

◇工場使用電力の消費

・クレーン稼働時の合理的な運転
〃
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2023 年 2 月 8 日 

代表取締役 吉田 昌美 

 

【代表者による全体の評価と見直し】 

 

弊社は 14 年間、環境活動を社員一同で行ってきました。その結果を振返りますと、毎年

受託廃棄物の収集運搬・処分量が増加し、それに伴い社員数も増えてきております。当然

ながら社内全体での企業活動により電気、水道、LPG を含め燃料も増加するものですが、

現在まで若干ずつではありますが目標数値を達成しております。この結果は 14 年間エコア

クション 21 活動を含め環境活動を社員が取り組んだ結果と感じております。 

しかし、時間が経過することにより、その継続が出来なくなる場合もあります。必要な

い場所での照明が点灯していた、エコドライブの徹底が甘くなったりしたことも若干では

ありますが見受けられました。コロナ渦での社内会議開催が出来ない場合もあり、活動の

徹底が薄れてしまった場合もあるのではと感じております。 

また、環境活動レポートに報告させていただきましたが、昨年度より様々SDGs への取組

みを始めております。例えば、長野県にての植林活動は社員が交代で行いこの環境活動に

興味と必要さを肌で感じてもらい、普段の生活の中でも環境活動を自然に行えるようにな

れば良いと思っています。今季は高知県とパートナー協定を締結し、森林保全活動の為、「協

働の森づくり事業」に参画し間伐作業を通して、長野県と同様、社員が高知県の環境活動

に参画する予定です。 

2 年前に工場を含め、全ての電力を再生可能エネルギーに変更するため、電力会社と契約

を進めました。この契約で環境に少しでも貢献できるはずでしたが、残念ながらロシアに

よるウクライナ侵攻の戦争により、この契約は締結目前でペンディングになっている状況

にあります。なお、軽油に対し、CO2 発生量が 12%程度減少する天然ガスで製造する軽油

の代替燃料の「GTL」につきましても供給が困難になり、現在はいままで同様の軽油を使

用してしまっている状況です。この戦争がいち早く終息し、平和な世界が戻ることで再生

可能エネルギー等の使用が可能になることを強く願っております。 

今年度は、辰巳事業所の屋根に太陽光発電を設置（2023 年 2 月 11 日工事着工予定）す

ることで、辰巳事業所の電力は 100%賄えることの試算が出ております。 

また、社内努力以外でも 2022 年 4 月より施行されました廃プラ新法による得意先の工事現

場での分別方法や積載方法のヒヤリングを行っており、再利用や原料に戻すマテリアルリ

サイクルの推進を確立し、可能なかぎり CO2 を発生させない処理方法を確立していきたい

と考えております。 

今後は、社員が今一度これまでの環境活動を見つめなおし、改めて新しい SDGs を含め

た環境活動を更に推進してくことがこの地球を守れる方法だと強く思っております。 
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＜連絡窓口＞ 

詳細な事業活動に関する内容は下記の HP に記載しています。 

URL：http://www.kotobukikankyo.co.jp 

 

当社の環境活動や本レポートへの御意見、質問等が御座いましたら、エコアクション 21

委員会の田中、山路宛にご連絡ください。 

 

    メールアドレス： reuse-3r@kotobukikankyo.co.ip 

        TEL：03-3522-5858   FAX：03-3522-5870 

http://www.kotobukikankyo.co.jp/
mailto:reuse-3r@kotobukikankyo.co.ip

